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0. はじめに 
 本稿は現代口語ビルマ語1(以下、ビルマ語)における「-ta_ / -hma_文」2の機能についての
記述である。「-ta_ / -hma_文」とは、「名詞節標識 -ta_ / -hma_を用いた節が独立文として
用いられた文 (澤田 1992: 52)」のことをいう。本稿では「談話中での機能」と「後置詞と
の共起関係」という 2 つの視点から「-ta_ / -hma_文」の機能を考察する。「後置詞との共
起関係」では「-t_ / -m_文」(動詞文標識-t_ / -m_が述語となった文)との比較を行う。な
お、ビルマ語は口語体と文語体の間にかなりの差異があり、文語体には「-ta_ / -hma_文」
に対応する形式は存在しない。よって本稿ではビルマ語の口語のみを取り扱うことにする。
また、今回は否定の「-ta_ / -hma_文」3は考察の対象としない。 
 
1. 本研究に関わるビルマ語の文法事項 
 岡野 (2006,  2007)のビルマ語の文法事項について記述する。ビルマ語の文の必須要素は
述語で、文末に現れ、述部には動詞 (句)が述語となる動詞文とそれ以外の語や句が述語と
なる非動詞文とがある。動詞文の述部は動詞に動詞文であることを表す、動詞文標識(verb 
sentence marker ; 以下 VSM)がつくことによって作られる。以下に主な動詞文標識を示す。 
 
表 1: 口語ビルマ語の動詞文標識 
非要求  
確定 未確定 生起 
要求 
肯定 -t_(-th) -m_ (-m) -pi_ -#(ゼロ標識) 
否定(m-と共起) -p’u  -n. 
(岡野 2006: 157 表 1) 
                                                        
1 ビルマ語はシナ・チベット語族、チベット・ビルマ語派、ロロ・ビルマ語群に属し、ミャンマー連邦の共
通語である (藪 1992: 568-569 要約)。本稿で使用した音声表記は以下の通りである。[ ]内は IPA 表記である。
IPA 表記のないものは IPA と同記号である。なお、岡野 (2006)の用例も本稿の表記を適用する。子音; 無
声無気音: p, t, s, c[t], k, 無声有気音: p’[p], s’[s], c’[t], k’[k], 有声音: b, d, z, j[d], , 歯間音: 
th[t], dh[d], 声門音: h, ,  鼻音: m, n, ny[], n[], 無声鼻音: hm[m], hn[n], hny[*], hn[ °], 側面音: l, hl[l], 
半母音: w, hw[„], y[j], hy[˛], 子音と母音の間に入る介子音: -y- , -w-, 後続する音に同化する鼻音, N [   ], 
母音; a, i, u, e, E, , o, 軽声母音:  , 声調: 下降調 / -. / , 低平調 /-_ / , 高平調 / - / , その他の記号;  語境界: 
スペース , 句中の語境界: - (ハイフン),  統語的結合による有声化:    , 句点:  , 読点:  ,  
2  澤田 (1998)、岡野 (2007)では「-ta_ / -hma_文」は日本語の、いわゆる「のだ文」にあたるという記述
がある。岡野 (2007)によると「のだ文」とは名詞化節を述語とする名詞文であるという (岡野 2007: 128)。 
3「m-V-ta_」「m-V-hma_」もしくは「V -ta_ / -hma_ m-hou-p’u 」の形式。 
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 以下に示す例文はそれぞれ-t_/-m_の例である。-t_は「話し手が事実だと信じて
いる」こと、-m_は「話し手が事実かどうか確信がない」ことを表す。 
 
(1)  py-^t_                                                      
        言う-VSMrls                                                    
      「言った《過去における一回の事態》/ 言う《現在繰り返し起こっている事態》」 
                                  (岡野 2006: 157) 
(2)   py-m_                                                          
       言う-VSMirls 
     「言う《近未来》/ 言うだろう《推量》/ 言っただろう《過去の推量》」 
(岡野 2006: 157) 
 一方、非動詞文となり得るのは名詞、名詞句、名詞化節、従属節、引用節などである。 
名詞化節をつくる-ta_ / -hma_は VSM の-t_が-ta_に、-m_が-hma_にそれぞれ名詞化した
ものであり、「～する/したの」、「～する/したこと」といった意味をもつ (岡野 2006: 158, 
2007: 127 を要約)。 
 
2. 先行研究 
 「-ta_ / -hma_文」に関する先行研究を「談話中での機能」と「後置詞との共起関係」と
いう二つの視点からまとめる。以下、Okell (1969) と Okell and Allott (2001)の日本語訳は筆
者による。 
 
2.1. 「-ta_ / -hma_文」の談話中での機能 
 先行研究における「-ta_ / -hma_文」の談話中での機能を以下に示す。 
 
表 2: 先行研究における「-ta_ / -hma_文」の談話中での機能 
出典 意味・機能 
① 聞き手に対して、強調すべき点を印象づけ誤解や意見があ
わない部分があればそれを正そうとする。(以下、「強調、情報
の訂正」) 
 
Okell  
(1969: 354-355, 424-425) 
Okell and Allott 
(2001: 94-95, 161-162) 
② 動詞により伝えられた情報は既に聞き手にとっては了解済
みであり、新情報(new information)が補語に含まれているとき
に使用される。(以下、「焦点」) 
Okell (1969: 354-355) ③ 非難、反対、または苛立ちを表す。  
  (「-ta_文」のみ) (以下、「非難、反対、苛立ち」) 
④ 先行する文の内容の理由。 
⑤ 先行する文の内容の帰結。 
 
澤田 (1992: 54-55) 
⑥ 先行する文に対する解説。 
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 Okell (1969)、Okell and Allott (2001)には「新情報  (new information)」に関する詳しい記述
がない。「新情報」に関しては、福地 (1985)の記述が詳しい。そこで、Okell (1969)、Okell 
and Allott (2001)の「新情報」の説明として福地 (1985)の記述を参考にする。福地 (1985)
は「新情報」を「旧情報 (old information)」とともに説明している。福地 (1985)によると、
「新情報」とは話者が新たに付け加える知識であり「旧情報」とは聴者があらかじめ持っ
ている知識のことを言う。そして、情報の新・旧の区別は当然聴者にとっての違いである
が、それを判断するのが話者なのであり、情報的に新とか旧という違いをあくまでも話し
手側からの推測であるとしている  (福地 1985: 13-14)。本稿でも「新情報」を「話し手から
の推測」を前提として考察を行う。 
 
2.2. 後置詞との共起関係  
  本稿では、「文や句の終わりに現われて、話し手の心理状態を表したり、聞き手に対し
て何らかの働きかけを行う付属語」を後置詞として扱う。本稿で後置詞と呼ぶものは、Okell 
(1969)での「後置詞 (postposition)」、大野 (1983)、藪 (1992)でいう「終助詞」、澤田 (1998)
でいう「話し手のモードを表す小辞」にほぼあたるものである。以下の表に先行研究にお
ける「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」の後置詞との共起関係をまとめる。共起するもの
には○、共起しないものには×、記述がないものには－で示す。なお、後置詞の機能に関
しては澤田 (1998)の記述を参考とする。 
 
表 3: 「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」の後置詞との共起関係 
 
 
 
Okell 
(1969: 354-355, 
424-425) 
Okell and Allott 
(2001: 94-95, 
161-16) 
 
澤田 (1992: 53-54) 
 
後置詞 機能 「-ta_ /-hma_文」 「-ta_ /-hma_文」 「-ta_ /-hma_文」 「-t_ /-m_文」
-p. 当然 ○ ○ ○ × 
-p4 強調 ○ ○ ○ × 
-c’i5 排他 ○ － － － 
-pa_ 丁寧 － ○ ○(後置する6) ○(先行する) 
-ko 確信 － ○ ○ ○ 
-la 疑問 － － ○ ○ 
-l 疑問 － － ○ ○ 
-touN 疑問 － － ○ ○ 
 
2.3. 問題提起 
 先行研究のまとめにより、明らかになった主な疑問点は以下の 2 点である。 
(1) 「-ta_ / -hma_文」の談話中での機能はどのようなものがあるのか？ 
                                                        
4 表 3 の後置詞のうち、-pのみが文末だけではなく句や節の後ろにも現れる (-pa_は例外）。 
5 Okell (1969)の postposition の項目で、-c’iは sentence-medial postposition (文中の句や節の後ろにつく後置
詞)に分類され、例外的に sentence-final postposition (文末につく後置詞)として現れるという (Okell 1969:
 197)。よって、-c’iは以下の考察の対象から外すこととする。 
6「-ta_ / -hma_文」は非動詞文なので、「-ta_ / -hma_文」では-pa_は-ta_ / -hma_の後ろにくる。 
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(2) 「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」とで共起する後置詞に違いはあるのか？ 
 
3.  研究方法と目的 
 本稿での研究方法とその目的、取り扱う口語体の言語資料を以下に示す。 
(ア) 口語体で書かれた三つの言語資料から「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」の用例を収
集する。クォーテーション“ ”で括られた用例を会話文、それ以外を地の文とする。 
(イ) 言語資料から得られた「-ta_ / -hma_文」の用例を分析することにより、「-ta_ / -hma_
文」の談話中での機能を明らかにする。 
(ウ) 言語資料から、「-ta_ / -hma_文」及び「-t_ / -m_文」と共起する後置詞のそれぞれの  
具体的数値を出すことにより、その傾向を考察する。 
 
表 4 : 調査資料と収録語数 
著者、編者 資料名 語数 
Cornyn (1957: 1-8) 『BURMESE CHRESTOMATHY』 (Cornyn が自らの言語研究
のために、物語の読み聞かせなどを録音し、書き起こしたもの。) 
約 3786 語
(22KB) 
kaN_c’uN_(1994: 11-29) 『pyo_^siN_-^to. thi.p’o. yauca-^to.-cauN』 
(ビルマ語口語体の文章『乙女が知るべき男性のこと』) 
約 3474 語
(22KB) 
pyiN_sma.di_yaiN 
(2001: 7-36) 
『mt_ts’a.』(ビルマ語口語体小説『偶然』。地方から都会の大学
へ転校してきたある学生の、偶然に起こったさまざまな出来事を
描いた小説。) 
約 7400 語
(43KB) 
 
4.  調査結果と考察 
 以下に各資料から得られた「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」の用例数を示す。なお、
資料によって地の文と会話文に出現する「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」に偏りがある
かを確認するために、地の文と会話文を分けて示す。 
 
表 5:  「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」の各資料における用例数 
 用例数 
資料 -ta_ 
(地の文/会話文) 
 -hma_ 
(地の文/会話文)
-t_ 
(地の文/会話文)
-m_ 
(地の文/会話文) 
Cornyn (1957) 9/0 3/0 114/0 14/0
kaN_c’uN_ (1994) 28/6 7/2 30/7 5/2
pyiN_sma. (2007) 20/41 5/17 64/24 5/17
合計 57/47 15/19 208/31 24/19
  
表 5 を見れば分かる通り、Cornyn (1957)には会話文が現れていない。これは、Cornyn 
(1957)が「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」だけでなく、全ての用例においてクォーテー 
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ションを使わない形式で記述されていることによる。 
  
4.1. 談話中での機能 
 ここでは、資料から得られた「-ta_ / -hma_文」を分析し、その談話中での機能に関する
考察を行う。まず、先行研究で示された、「-ta_ / -hma_文」の談話中での機能の分類を本稿
では、以下のようにまとめる。 
〈1〉 「新情報」の「-ta_ / -hma_文」(V-ta_ / V-hma_を含む部分(文全体を含む)が新情報。) 
            先行研究の分類①、④、⑥を含む。 
〈2〉 「焦点」の「-ta_ / -hma_文」(V-ta_ / V-hma_以外が新情報。) 
           先行研究の分類②による。 
〈3〉 「帰結」の「-ta_ / -hma_文」(先行する発話内容に対する帰結を表す。) 
    先行研究の分類⑤による。 
 
 ③「非難、反対、苛立ち」に関しては Okell (1969)に 2 つの用例が記述されていたが、そ
のうちの 1 つが Okell and Allott (2001)では②「焦点」に分類されている。しかも、Okell and 
Allott (2001)では、③「非難、反対、苛立ち」の分類は放棄されている。以上の理由から、
③「非難、反対、苛立ち」を以下の考察対象から外すこととする。以下に示す用例の日本
語訳、グロス、太字、下線、網掛け、囲み線は筆者自身によるものである。 
 
4.1.1. 「新情報」の「-ta_ / -hma_文」 
 「新情報」の「-ta_ / -hma_文」とは、V-ta_ / V-hma_を含む部分、または V-ta_ /
 V-hma_を含む文全体が「新情報」として聞き手に提示される「-ta_ / -hma_文」のことを
いう。 
 
(3)   c’i-cauN. yiN_-k’ouN_-^t_-s’o_da_                    di_-^ka_  sa.-^ta_-p.   
        愛-原因         胸-飛び跳ねる-VSMrls-というもの   そこ-ABL   始まる-NCMrls-当然 
     「愛によって動悸が速くなるということは、そこから始まったのですよ。」 
                                                               (kaN_c’uN_ 1994: 15) 
(4) “ wa_hywe_  da_        miN     k’aNb_        yaN_nauN_-^p                   
           PN               これ   【2】       ルームメイト   PN-強調 
           maN_dle-^ka.     pyauN-la_-^ta_   
           マンダレー-ABL 移る-来る-NCMrls 
         「ワーシュエ、彼は君のルームメイトのヤンナウンだ。マンダレーから移ってきたん
           だ。」                                                                                                        (pyiN_sma. 2007: 10) 
 
 (3)  は V-ta_を含む部分に「新情報」が含まれる「 -ta_文」の例である。(3)には-s’o_da_
が使用されている。-s’o_da_は-s’o_「言う」に-ta_(NCMrls)が有声化して結合したもので、
「～というものは」といった意味をもつ。つまり、-s’o_da_は文頭の要素を表すものであ
り、それについて述べる-s’o_da_以降の部分に「新情報」が含まれていると考えられる。 
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また、-s’o_da_の-ta_が名詞節標識としての役割を担っていることも「-ta_ / -hma_文」が現
われる要因の一つになっていると考えられる。(4)  は V-ta_を含む文全体が「新情報」とし
て聞き手に提示される「-ta_文」の例である。「ヤンナウンがマンダレー出身であること」
という文全体が「新情報」として聞き手に提示されていると考えられる。 
 
4.1.2. 「焦点」の「-ta_ / -hma_文」 
 「焦点」 の「-ta_ / -hma_文」とは、V-ta_ / V-hma_以外の部分に「新情報」が含まれて
いる「-ta_ / -hma_文」のことをいう。 
 
(5) “thu_-^to.            taN-hma_-l       lu_-^ka.    n-^t_  
        【3】-plr lAPPR クラス-LOC- 類似  人-NOM   少ない-VSMrls 
          yauc’a-le-cauNdha-^ka.  s’_-yau-lau-p     hyi.-^ta_   
      男子-dmn-生徒-NOM             10-clsf-くらい- 強調  いる-NCMrls 
       「彼らのクラスも人は少ないよ。男子生徒は 10 人くらいしかいないんだから。」 
                                                              (pyiN_sma. 2007: 18) 
 (5)では、「10 人くらい」の部分に後置詞-p が現われている。岡野 (2007: 172)では、-p
を「焦点」、すなわち相手に対して最も伝えたい要素を表す助詞としている。よって、(5)
では「10 人くらい」がもっとも相手に伝えたい情報、つまり｢新情報｣であることが分かる。 
 
4.1.3. 「帰結」の「-ta_ / -hma_文」 
 (6) は-yiN_が使用されている「-ta_ / -hma_文」の例である。岡野 (2007: 111)によると、
-yiN_は「仮定・条件」の接続助詞で、「(もし)～ならば」という意味を表すという。よって 
(6)は「一回でも私が助けなかった」場合に「大変なことになる」という事象に至ると解釈
することができる。つまり、(6)はある事象の帰結を表していると考えられる。 
 
(6)   siNza-pi-^t.        t-k’a_-^t’  thu_-^to.-^ko_-^t.      
        考える- 継起- 対比  1-clsf-強調  【3】-plrlAPPR-ACC-対比    
        na_ m-k_-lo.-hyi_-yiN_                         douk’a.-yau-lai-t.-hma_-b       
     【1】   NEG-助ける- 単順接続-ある-仮定  災難-着く-適切-局面変化-NCMirls-強調 
     「考えてみると、一回でも私が助けなかったら、大変なことになるだろう。」 
                                                                    (Cornyn 1957: 4) 
4.2. 後置詞との共起関係 
 ここでは「-ta_ / -hma_文」と「-t_ / -m_文」との後置詞の共起関係について考察を行
う。コーパスより得られたデータから、後置詞と共起した例が「-ta_文」で 68 例、「-hma_
文」で 20 例現れた。一方、「-t_文」では 123 例、「-m_文」では 3 例現れた。後置詞が二
つ連続して現れた場合も含めて以下にその内訳を示す。 
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表 6: 「-ta_ / -hma_文」の後置詞との共起 (小数点 2 位以下は四捨五入) 
 -ta_ -hma_ 
後置詞 機能 共起頻度 共起率(%) 共起頻度 共起率(%) 
-p 強調 25 24.0 9 25.7
-p.  当然 16 15.4 4 11.4
-pa_ 丁寧 5 4.8 2 5.7
-ko 確信 5 4.8 0 0
-l 疑問 5 4.8 2 5.7
-t. 伝聞 2 1.9 0 0
-le_ 高圧 2 1.9 0 0
-la 疑問 0 0 1 2.9
-n_ 同意 0 0 1 2.9
-p-^t. 強調-伝聞 4 3.8 0 0
-pa_-^p 丁寧-強調 2 1.9 1 2.9
-pa_-^t. 丁寧-伝聞 1 1.0 0 0
p.-le_ 当然-高圧 1 1.0 0 0
後置しない 36 34.6 15 42.9
 
表 7: 「-t_ / -m_文」の後置詞との共起 (小数点 2 位以下は四捨五入) 
 -t_(-th) -m_(-m) 
後置詞 機能 共起頻度 共起率(%) 共起頻度 共起率(%) 
-pa_ 丁寧 74 31.0 1 2.3
-t. 伝聞 47 19.7 1 2.3
-la7 疑問 2 0.8 1 2.3
後置しない 116 48.5 40 93.0
  
  表 6 のデータをみると、共起する後置詞は上位 3 組までは「-ta_文」、「-hma_文」それぞ
れほぼ同じ傾向を示していることが分かる。「-ta_文」の上位 4 組は Okell and Allott (2001)
が示した傾向と、-lを除いて一致する (表 3 参照)。特に-p に関しては、「-ta_ / -hma_
文」でともに高い割合を占めている。次に、表 7 のデータをみると、共起する後置詞に偏
った傾向があることが分かる。しかし、-t.から得られた用例に関しては、すべてが Cornyn 
(1957) からのものである。Cornyn (1957) で今回扱った部分は説話集であり、伝聞形式の
言い回しが多用されている。よって、-t.の値が大きく出た理由としては、選択した言語資
料による影響が大きいと考えられる。しかし、-pa_に関してはすべての言語資料から均等
に得られたので、これは「-t_文」の特徴であるということができるだろう。
                                                        
7 岡野(2007)によると、動詞文の諾否疑問では-t_ /-m_の形が接続形式の-th/-mに変化する(岡野 2007:
 35)。表 7 で得られた「-t_文」の 2 例、「-m_文」の 1 例も全て-th/-mの形から得られた例である。 
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5.  おわりに 
 本稿は「-ta_ / -hma_文」を「談話中での機能」と「後置詞との共起関係」の 2 つの視点
から考察を行った。「談話中での機能」に関しては、「新情報」、「焦点」、「帰結」という 3
つ分類を示し、それぞれに見られる特徴を明らかにした。「後置詞との共起関係」について
はコーパス調査により具体的な後置詞との共起傾向を示し、「-ta_ / -hma_文」では後置詞の
-pが、「-t_ 文」では後置詞の-pa_が最も多く共起することを明らかにした。しかし、「談
話中での機能」に関しては、まだ一部分の特徴を取り上げただけで、未解決の部分が残る。
「後置詞との共起関係」についても「-hma_文」、「-m_ 文」の用例はほとんど得られなか
った。よって、今後用例収集を継続し、多くのデータが得られれば、「-ta_ / -hma_文」の
機能についてより詳しい考察が可能となるだろう。 
 今回取り上げることができなかった項目として、否定の「-ta_ / -hma_文」がある。否定
の「-ta_ / -hma_文」には、「m-V-ta_」、「m-V-hma_」と「V -ta_ / -hma_ m-hou-p’u 」
の二つの形式が存在する。しかし、この形式の違いについては、未だ詳しい記述がされて
いないのでこの部分に関しても課題としたい。 
 
略語 
ABL: 奪格 / ACC: 対格 / APPRplrl: 擬似的複数  / clsf: 助数詞  / dmn: 指小辞  / NCMirls:  名 詞 節
標識・未確定  / NCMrls: 名詞節標識・確定  /  NEG: 否定(前接)辞 /  NOM: 主格 /  VSMirls: 動詞
文標識・陳述(未確定 )  / VSMrls: 動詞文標識・陳述(確定 ) / plrl : 複数接尾辞  / PN: 固有名詞 
/【1】: 1 人称  /【2】: 2 人称  /【3】: 3 人称  
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